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●9月の「市民と市長の面談日」はありません。  問合先  秘書課 ☎35－3130

３
０
０
年
の
伝
統
を
私
た
ち
の
世

代
で
絶
や
す
わ
け
に
は
い
か
な
い

―
と
意
気
込
み
ま
す
。

　

荘
川
観
光
協
会
の
会
長
、
渡わ

た
な
べ邉

登の
ぼ
るさ
ん
も
か
つ
て
は
村
芝
居
を
演

じ
た
一
人
。「
村
芝
居
は
荘
川
の
大

事
な
伝
統
の
一
つ
。
若
者
た
ち
の

熱
い
演
技
を
感
じ
取
っ
て
ほ
し
い
。

村
芝
居
が
終
わ
る
と
10
月
19
日
㈰

に
は
日
本
一
の
連
獅
子
で
有
名
な

ふ
る
さ
と
祭
り
も
行
わ
れ
る
の
で
、

ぜ
ひ
荘
川
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

印刷／有限会社 大六印刷

　

９
月
１
日
か
ら
町
内
３
カ
所
の
神

社
で
次
々
と
始
ま
る
「
荘
川 

村
芝

居
」
は
、
江
戸
時
代
か
ら
約
３
０
０

年
続
く
と
言
わ
れ
る
荘
川
町
の
伝
統

行
事
で
す
。

　

各
神
社
の
例
祭
の
前
夜
祭
で
奉

村
芝
居
、３
０
０
年
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ

 本番を控え稽古に励む若連中のみなさん
 （荘川町黒谷の黒谷白山神社「開明座」で）

第
九
章

納
さ
れ
る
村
芝
居
。
代
々
受
け
継

い
で
き
た
伝
統
を
絶
や
す
ま
い
と
、

地
元
の
若
連
中
た
ち
は
連
夜
、
本

番
に
向
け
て
稽
古
を
続
け
て
い
ま

す
。

　

村
芝
居
は
か
つ
て
、
町
内
の
多

く
の
神
社
で
演
じ
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
若
者
の
減
少
な
ど
で
今
で

は
黒
谷
白
山
神
社
、
野
々
俣
神
社
、

そ
し
て
荘
川
神
社
の
み
で
す
。

　

先
陣
を
飾
る
黒
谷
白
山
神
社
で

は
、
８
月
16
日
か
ら
稽
古
を
開
始
。

神
社
境
内
に
あ
る
奉
納
芝
居
小
屋

「
開か

い
め
い
ざ

明
座
」
で
は
、
本
番
前
夜
ま
で

若
者
の
芝
居
の
セ
リ
フ
が
響
き
ま

す
。

　

演
目
は
新
旧
15
ほ
ど
あ
る
中
か

ら
、
そ
の
年
の
若
連
中
の
人
数
や

男
女
の
構
成
を
考
慮
し
て
決
め
ら

れ
ま
す
。
今
年
は
「
い
ろ
は
仁
義
」

を
上
演
。
約
１
時
間
の
時
代
人
情

劇
で
す
。

　

黒
谷
若
連
中
の
頭
取
、
奥お

く
だ田

康や
す
ひ
ろ寛

さ
ん
（
27
）
は
、「
笑
い
と
涙
で
感

動
し
て
い
た
だ
け
る
村
芝
居
を

楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
語
り
、
―

連綿と受け継がれる
地域の伝統や芸能、自
然などを次代に継承す
る方々を、広報たかや
まではシリーズで紹介
します。

　
紡つ

む

ぐ
人
々

地域と時を

問
合
先
荘
川
支
所
地
域
振
興
課

☎
０
５
７
６
９-

２-

２
２
１
１

荘
川 

村
芝
居

　

開
演
は
い
ず
れ
も
午
後
７

時
、獅
子
舞
な
ど
の
後
に
、村

芝
居（
午
後
８
時
こ
ろ
）で
す
。

9
月
1
日
㈪

　 

黒
谷
白
山
神
社

　（
荘
川
町
黒
谷
）

9
月
3
日
㈬

　 

野
々
俣
神
社

　（
荘
川
町
野
々
俣
）

9
月
14
日
㈰

　 

荘
川
神
社

　（
荘
川
町
中
畑
）

立ち位置やセリフ回しなどを入念に練習（同座で）


